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終
活
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
講
演
会
で
、
秋

山
正
子
さ
ん
の
お
話
を
聞
き
ま
し
た
。

暮
ら
し
の
保
健
室
室
長
で
、
マ
ギ
ー
ズ

東
京
の
共
同
代
表
理
事　
セ
ン
タ
ー
長

で
も
あ
り
、
長
年
在
宅
医
療
の
看
護
師

と
し
て
大
勢
の
方
々
を
見
送
っ
て
こ
ら

れ
た
秋
山
さ
ん
。
終
始
穏
や
か
な
表
情

日
本
人
の
「
寿
命
」

と
静
か
な
口
調
で
お
話
さ
れ
、「
あ
な

た
は
ひ
と
り
で
は
な
い
。
そ
し
て
、
最

期
ま
で
自
分
ら
し
く
生
き
て
良
い
の

だ
」
と
言
っ
て
も
ら
っ
て
い
る
よ
う
な
、

心
温
ま
る
講
演
で
し
た
。

　
日
本
人
の
平
均
寿
命
は
毎
年
の
よ
う

に
更
新
さ
れ
、
百
歳
を
超
え
る
人
も
珍

し
く
は
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

誰
も
が
何
の
病
気
に
も
か
か
ら
ず
、
あ

る
い
は
認
知
症
に
も
な
ら
ず
に
百
歳
に

な
れ
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

厚
生
労
働
省
の
「
e
-
ヘ
ル
ス
ネ
ッ
ト
」

に
よ
る
と
、
2
0
1
9
年
時
点
の
日
本

人
の
平
均
寿
命
は
男
性
81
・
41
歳
、
女

性
87
・
45
歳
で
あ
り
、
健
康
寿
命
と
は

そ
れ
ぞ
れ
約
9
年
、
12
年
の
差
が
あ
り

ま
す
。
秋
山
さ
ん
は
、
健
康
寿
命
の
そ

最
期
ま
で
、

自
分
ら
し
く
を
か
な
え
る

演演
2024 年 9 月 29 日に開催
した終活アドバイザー協会
講演会の一部をご紹介

講師

秋山　正子氏
AKIYAMA MASAKO

講講
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「
つ
な
が
り
」
の
大
切
さ

「
終
わ
り
方
」
の
選
択
肢

　
少
子
高
齢
化
に
伴
い
、
高
齢
者
の
み

の
世
帯
や
単
身
者
世
帯
が
急
増
。
病
気

や
介
護
状
態
に
な
れ
ば
、
同
居
あ
る
い

は
近
居
の
家
族
に
世
話
を
し
て
も
ら

い
、
見
守
ら
れ
な
が
ら
最
期
を
迎
え
る
、

と
い
う
人
は
も
は
や
少
数
で
す
。
な
ら

ば
、
家
族
以
外
の
人
や
地
域
と
「
つ
な

が
り
」
を
持
っ
て
お
こ
う
と
い
う
の
が

秋
山
さ
ん
の
提
案
で
す
。

　
秋
山
さ
ん
は
、「
暮
ら
し
の
保
健
室
」

や
「
マ
ギ
ー
ズ
東
京
」
を
開
設
し
、
医

療
や
暮
ら
し
に
関
す
る
悩
み
を
抱
え
た

人
々
に
耳
を
傾
け
、
寄
り
添
う
活
動
を

続
け
て
い
ま
す
。
そ
れ
ら
の
場
所
で
は

定
期
的
に
勉
強
会
な
ど
を
行
い
、
住
民

意
識
の
変
革
と
ヘ
ル
ス
リ
テ
ラ
シ
ー
の

向
上
も
目
指
し
て
い
ま
す
。「
何
で
も

か
ん
で
も
医
療
に
頼
ら
な
い
、
無
闇
に

救
急
車
を
呼
ば
な
い
、
可
能
な
限
り
口

か
ら
食
事
を
摂
る
、
自
分
の
幕
引
き
は

　

元
気
な
う
ち
か
ら
地
域
と
つ
な
が

り
、
介
護
、
福
祉
の
情
報
に
触
れ
て

お
け
ば
終
わ
り
方
の
選
択
肢
が
広
が

る
。
そ
う
す
る
こ
と
で
自
分
が
亡
く

［
レ
ポ
ー
ト
］

ら
・
し
・
さ
会
員 

小
河
由
紀
子
さ
ん

の
先
を
見
据
え
た
早
め
の
つ
な
が
り
を

作
っ
て
お
く
こ
と
の
大
切
さ
を
訴
え
て

い
ま
す
。

自
分
の
望
む
よ
う
に
ー
ー
」
自
分
の
最

期
を
人
任
せ
に
し
た
り
、
何
も
準
備
せ

ず
に
迎
え
た
り
し
な
い
こ
と
。

　
最
期
を
考
え
る
こ
と
は
タ
ブ
ー
で
は

な
く
、
自
分
ら
し
さ
を
演
出
で
き
る
ラ

ス
ト
チ
ャ
ン
ス
な
の
で
す
。

な
る
場
所
や
理
想
的
な
最
期
を
実
現
で

き
る
可
能
性
が
高
ま
り
ま
す
。
こ
れ

は
多
く
の
人
に
と
っ
て
前
向
き
な
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
に
な
る
で
し
ょ
う
。

　
講
演
後
は
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
を

書
き
た
い
気
持
ち
に
駆
ら
れ
ま
し
た
。

つ
な
が
っ
た
人
た
ち
に
相
談
し
な
が
ら

ノ
ー
ト
を
書
い
て
み
れ
ば
、
き
っ
と
納

得
が
い
く
も
の
に
な
る
で
し
ょ
う
。

講演会の概要

第 1 部

第 2 部

開演
会場、オンラインにて講演開始
理事長の挨拶と、講演の内容を確認

秋山氏による講演「最期まで、自分らし
くをかなえる」

山田副理事長による「当会の活動報告と
終活トピックス」トピックスは『高齢者
等終身サポート事業者ガイドライン』と

『ACP と ALP』について説明。ガイドラ
インについては、次のページに記載

17：00　懇親会
希望者にて会場近くの店舗で懇親会を開
催
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２
０
２
４
年
９
月
24
日
の
日
経
新
聞

に
よ
る
と
、
65
歳
以
上
で
配
偶
者
と

３
親
等
（
お
じ
・
お
ば
、
甥
・
姪
ま

で
）
以
内
の
親
族
の
い
な
い
「
身
寄
り

の
な
い
高
齢
者
」
が
、
２
０
５
０
年
に

４
４
８
万
人
と
な
る
見
込
み
で
す
（
日

本
総
合
研
究
所
の
試
算
。
２
０
２
４
年

は
２
８
６
万
人
）。

　
日
本
の
制
度
の
多
く
は
親
族
が
い
る

と
い
う
前
提
で
成
り
立
っ
て
い
る
た

め
、
身
寄
り
が
な
い
、
家
族
が
い
て
も

身
近
に
頼
れ
る
人
が
い
な
い
高
齢
者
を

支
援
す
る
し
く
み
が
必
要
で
す
。

　
そ
の
た
め
近
年
、
病
院
へ
の
入
院
や

介
護
施
設
等
へ
の
入
所
の
際
の
手
続
支

援
、
日
用
品
の
買
物
な
ど
の
日
常
生
活

の
支
援
、
葬
儀
や
死
後
の
財
産
処
分
な

ど
の
死
後
事
務
等
に
つ
い
て
、
家
族
・

親
族
に
代
わ
っ
て
支
援
す
る
、「
高
齢

者
等
終
身
サ
ポ
ー
ト
事
業
」
を
行
う
事

業
者
が
増
加
し
て
き
て
い
ま
す
。

　
こ
う
い
っ
た
状
況
の
中
、
昨
年
、
総

務
省
は
「
身
元
保
証
等
高
齢
者
サ
ポ
ー

ト
事
業
に
お
け
る
消
費
者
保
護
の
推
進

に
関
す
る
調
査
」
を
実
施
。
こ
の
調
査

結
果
を
は
じ
め
と
す
る
課
題
提
起
を
受

け
て
、今
年（
２
０
２
４
年
）６
月
に「
高

齢
者
等
終
身
サ
ポ
ー
ト
事
業
者
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
」
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
中
の
、「
契

約
締
結
に
当
た
っ
て
留
意
す
べ

き
事
項
」
お
よ
び
「
契
約
の
履

行
に
当
た
っ
て
留
意
す
べ
き
事

項
」
に
は
、
事
業
者
か
ら
提
供

さ
れ
る
幅
広
い
サ
ー
ビ
ス
等
に

関
す
る
解
説
や
留
意
点
が
書
か

れ
て
い
ま
す
。
以
下
、
抜
粋
。

▼
身
元
保
証
等
サ
ー
ビ
ス

・�

医
療
機
関
へ
の
入
院
時
・
退

院
時
の
支
援

・�

介
護
施
設
等
へ
の
入
居
・
入

所
時
、
退
所
時
の
支
援

・
緊
急
連
絡
先
の
受
託
等

▼
死
後
事
務
サ
ー
ビ
ス

・�

葬
送
に
関
す
る
事
務
、
行
政

機
関
へ
の
届
出
等
、
家
屋
等

の
賃
貸
借
契
約
に
つ
い
て
、

公
共
料
金
・
携
帯
電
話

・�

死
後
事
務
委
任
契
約
と
相
続

人
と
の
関
係
に
つ
い
て

▼�

死
因
贈
与
契
約
、
事
業
者
へ

の
寄
附
及
び
遺
贈
に
つ
い
て

▼�

利
用
者
か
ら
金
銭
等
を
預
か

る
際
の
対
応
に
つ
い
て

▼�

判
断
能
力
が
低
下
し
た
場
合

の
対
応
に
つ
い
て
（
成
年
後

見
制
度
の
利
用
等
）

ひとりあるいは高齢の夫婦のみで暮らしていて、身近に頼れる親族がいない高齢者が増えています。

「今後、この事業のニーズの増加が
見込まれる状況で、業務の内容が民
事法や社会保障関係法などに広くま
たがることから、事業者が遵守すべ
き法律上の規定や留意すべき事項等
を整理し、『高齢者等終身サポート
事業者ガイドライン』を策定した」
と紹介

①内閣官房
（身元保証等高齢者サポート調整チーム）
②内閣府　孤独・孤立対策推進室　
③金融庁　④消費者庁　⑤総務省　
⑥法務省　⑦厚生労働省　
⑧経済産業省、⑨国土交通省

消費者庁HPでは

策定にかかわった省庁
実際に

解説・注意しておくべきことが書かれてます！

契約締結・契約の履行
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親族以外の代理人が手続きする場合
の適切な対応

参考として書かれている「ガイドライン策定と併せて関係省庁において行う事項①～③」「今後の課題①
～⑤」も大変参考になります。

親族以外の事業者からの解約
申請も受け付けるように調整

①
重
要
な
治
療
方
針
に
関
す
る
も
の

②
介
護
保
険
外
サ
ー
ビ
ス
の
整
理

③
死
亡
届
の
届
出
資
格
者
に
つ
い
て

④
成
年
後
見
制
度
の
見
直
し
に
つ
い
て

⑤�

事
業
者
の
認
定
制
度
等
の
検
討
に
つ

い
て

こ
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
「
高
齢

者
等
終
身
サ
ポ
ー
ト
事
業
者
」

と
「
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
」
双
方

の
手
引
き
と
し
て
利
用
で
き
る

内
容
に
な
っ
て
い
ま
す
。
簡
便

に
確
認
で
き
る
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス

ト
も
作
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

終
活
や
高
齢
者
支
援
を
行
う
に

あ
た
っ
て
知
っ
て
お
き
た
い
重

要
な
こ
と
が
書
か
れ
て
い
る
資

料
で
す
。
ぜ
ひ
一
度
読
ん
で
み

て
く
だ
さ
い
。

身元保証の内容と費用の取り扱いが
明らかになっている

チェックリストの中身を

入退院時に行う対応が具体的に
明らかになっている

緊急時の連絡先や連絡方法が
明らかになっている

死後事務で行う内容と費用の取り扱いが
明らかになっている

解約料について適正な金額が
設定されている

金融機関での手続き

携帯電話の解約

関連業界に対する
ガイドラインの周知

がいま進めている

今後の
課題

checkcheck
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終
活
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

協
会
事
業

出
版
事
業

　
2
0
2
4
年
７
月
27
日
に
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
ら・し・さ
（
以
下
、
ら
し
さ
）
は
、

第
22
回
通
常
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

総
会
に
お
け
る
報
告
を
抜
粋
し
て
お
知

ら
せ
い
た
し
ま
す
。

　　
2
0
2
3
年
度
は
、
ら
し
さ
創
立
20

周
年
を
迎
え
て
活
動
を
活
発
に
展
開
し

ま
し
た
。
と
く
に
、
事
務
面
で
の
品
質

向
上
に
努
め
ま
し
た
。
具
体
的
に
は
、

イ
ベ
ン
ト
開
催
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
た

情
報
提
供
、
会
員
の
た
め
の
フ
ォ
ロ
ー

ア
ッ
プ
や
支
援
な
ど
に
つ
い
て
事
務
局

の
体
制
を
整
え
ま
し
た
。
そ
の
効
果
の

ひ
と
つ
と
し
て
、
L
I
N
E
、
フ
ェ
イ

ス
ブ
ッ
ク
な
ど
、
S
N
S
の
登
録
者
数

の
増
加
が
あ
り
、
気
軽
に
情
報
を
取
り

入
れ
ら
れ
る
よ
う
な
し
く
み
も
広
が
っ

て
い
ま
す
。

　
反
面
、
コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
、
登
録
会

員
数
の
伸
び
の
停
滞
、
イ
ベ
ン
ト
開
催

数
の
減
少
な
ど
が
み
ら
れ
ま
し
た
。

　
ら
し
さ
の
２
０
２
３
年
度
の
事
業
の

特
徴
を
ま
と
め
れ
ば
次
の
よ
う
に
な
り

ま
す
。

１ 

ら
し
さ
創
立
20
周
年
記
念
イ
ベ
ン

　

 

ト
の
開
催

２ 

会
員
検
索
シ
ス
テ
ム
「
終
活
ア
ド

　
 

バ
イ
ザ
ー
を
探
す
」
が
本
格
稼
働

３ 
会
員
誌
「
ら
・
し
・
さ
通
信
」
を

 　
デ
ザ
イ
ン
・
構
成
な
ど
で
刷
新

４� 

会
員
へ
の
情
報
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
手
段
と
し
て
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を

　
活
用

５ 

終
活
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
講
座
の
テ
キ

　

 

ス
ト
３
冊
（
問
題
集
、
添
削
問
題

 　
含
む
）
の
改
訂
が
終
了

６� 

全
国
の
「
終
ア
ド
地
域
サ
ー
ク
ル
」

が
23
サ
ー
ク
ル
に
増
加

　

年
度
末
の
終
活
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
協

　
「
ら
・
し
・
さ
ノ
ー
ト
®
」（
以
下
、

ノ
ー
ト
）
は
、一
般・会
員
販
売
の
ほ
か
、

協
会
へ
入
会
さ
れ
た
方
へ
の
無
償
提
供

を
含
め
、
年
間
の
出
庫
数
は
９
０
２
７

部
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
各
出
版
物
は
、
増
刷
時
に
法

制
度
の
改
正
に
よ
る
改
訂
や
デ
ー
タ
の

更
新
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

N
P
O
法
人
ら
・
し
・
さ
総
会
報
告

2023 年度（2023 年 6 月 1 日～ 2024 年 5 月 30 日）

会
（
以
下
、
協
会
）
登
録
会
員
数
は

4
3
0
7
名
で
し
た
。

　
ら
し
さ
と
し
て
多
く
の
セ
ミ
ナ
ー
や

イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
し
た
。
そ
の
う

ち
、
協
会
に
登
録
し
て
い
る
終
活
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
限
定
の
も
の
は
次
の
と
お
り

で
す
。

◆
テ
キ
ス
ト
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
講
座

　
☆�

終
活
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
講
座
テ
キ
ス

ト
の
復
習
☆

　
（
12
回
開
催
、
参
加
者
計
１
８
５
名
）

◆
終
活
の
基
本
セ
ミ
ナ
ー

　
「�

終
活
の
基
本
と
『
ら
・
し
・
さ
ノ
ー

ト
®
』
の
活
用
法

 　
（
12
回
開
催
、
参
加
者
計
１
５
１
名
）

◆�

終
ア
ド
会
員
の
た
め
の
オ
ン
ラ
イ
ン

交
流
会

　
（
７
回
開
催
、
参
加
者
計
53
名
）

◆�

終
活
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
資
格
を
活
か
し

て
い
る
人
と
つ
な
が
ろ
う

　
（
２
回
開
催
、
参
加
者
計
78
名
）

　
ま
た
、
協
会
会
員
へ
の
情
報
提
供
や

知
識
の
習
得
、
会
員
交
流
を
支
援
す
る

た
め
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
内
容
を
充
実

し
ま
し
た
。
具
体
的
に
は
「
終
活
の
お

役
立
ち
情
報
」「
終
活
に
関
す
る
リ
ン

ク
集
」「
終
活
の
基
本
と
『
ら
・
し
・

さ
ノ
ー
ト
®
』
の
活
用
法
の
無
料
動
画

配
信
」「
過
去
の
終
活
講
座
の
動
画
受

講
（
有
料
）
の
案
内
」「
会
員
が
受
講

で
き
る
オ
ン
ラ
イ
ン
セ
ミ
ナ
ー
や
イ
ベ

ン
ト
の
開
催
案
内
」「
サ
ー
ク
ル
の
紹

介
ペ
ー
ジ
」
な
ど
で
す
。

2
0
2
3
年
度
活
動
報
告
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本
文
は
総
会
資
料
活
動
報
告
書
よ
り
一

部
抜
粋
の
上
、
編
集
し
て
お
り
ま
す
。

イ
ベ
ン
ト
・
セ
ミ
ナ
ー

事
業

　
２
０
２
３
年
度
も
多
く
の
セ
ミ
ナ
ー

や
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
、年
間
53
回
（
終

活
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
限
定
の
も
の
含
む
）

と
な
り
ま
し
た
。

◆��

ら
・
し
・
さ　
終
活
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

協
会
講
演
会

〔��

東
京
開
催
〕
参
加
者
計
２
１
６
名

　

�『
三
途
の
川
の
渡
り
方
』
講
師
：
介

護
亭
楽
珍
氏
『
最
後
ま
で
目
一
杯
生

き
る
』
講
師
：
萬
田
緑
平
氏

〔��

大
阪
開
催
〕
参
加
者
計
62
名

　

�『
命
を
語
る
看
取
る
山
伏
』
講
師
：

中
村
肇
氏
『
切
っ
て
も
切
れ
な
い
お

金
（
財
産
）
の
話
を
と
お
し
て
見
え

・����「
ノ
ー
ト
」・「
活
用
ガ
イ
ド
」・「
親
亡

き
あ
と
の
支
援
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
」
合

計
で
、
１
２
２
３
６
冊
出
庫

・�

エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
の
企
業
向
け

Ｏ
Ｅ
Ｍ
提
供
。
提
供
し
て
い
る
企
業

は
J
A
バ
ン
ク
、
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
、

明
治
安
田
生
命
、
住
友
生
命
な
ど
。

て
く
る
も
の
』
講
師
：
福
村
雄
一
氏

◆�

終
活
講
座
（
東
京
開
催
）

　
（
４
回
開
催
、
参
加
者
計
１
５
３
人
）

・�「『
リ
バ
ー
ス
モ
ー
ゲ
ー
ジ
』と『
リ
ー

ス
バ
ッ
ク
』
の
メ
リ
ッ
ト・デ
メ
リ
ッ

ト
」

・�「
基
本
か
ら
学
ぶ
～
公
的
介
護
保
険
と

介
護
施
設
の
費
用
～
」

・�「
働
け
な
い
不
安
に
備
え
る
！
～
社
会

保
障
と
福
利
厚
生
と
民
間
保
険
～
」

・�「
資
産
運
用
時
代
の
相
続
に
知
っ
て
お

き
た
い
知
識
」

◆�

終
活
セ
ミ
ナ
ー
（
地
域
開
催
）

　
（
３
回
開
催
、
参
加
者
計
63
名
）

・「
終
活
セ
ミ
ナ
ー
i
n
岡
山
」

・「
終
活
セ
ミ
ナ
ー
i
n
栃
木
」

・「
終
活
セ
ミ
ナ
ー
i
n
札
幌
」

◆�

ら
・
し
・
さ
サ
ロ
ン
（
４
回
開
催
、

参
加
者
計
91
名
）　

・�〈
会
場
開
催
〉「
余
命
１
年
の
が
ん
と

診
断
さ
れ
て 

～
お
金
と
利
用
で
き
る

制
度
・ 

療
養
中
の
楽
し
み
（
妹
の
事

例
）
～
」

・�〈
見
学
会
〉「
貨
幣
博
物
館
と
日
本
銀

行
本
店
の
見
学
」

・�〈
会
場
開
催
〉「
相
続
に
必
要
な
戸
籍

の
基
礎
を
学
ぶ
～
戸
籍
の
見
方
と
取

り
方
」

・�〈
会
場
開
催
〉「
落
語
で
終
活
を
学
ぶ

『
三
途
の
川
の
渡
り
方
』
～
介
護
現
場

を
通
し
て
み
た
人
生
の
最
終
章
を
考

え
る
～
」

◆
そ
の
他
セ
ミ
ナ
ー

　
（
５
回
開
催
、
参
加
者
計
１
８
４
名
）
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終
活
広
場

会
員
か
ら
の
投
稿
を
ご
紹
介

終
活
体
験
談
や
終
活
川
柳
を
通
じ
て
終
活
を
サ

ポ
ー
ト
す
る
方
の
知
識
と
経
験
を
深
め
る
場
と

し
て
、
終
活
広
場
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い

8



終
活
川
柳

作
品
発
表

新
時
代 

         
未
来
輝
く  

                

シ
ャ
ン
グ
リ
ラ

生
命
の 

         

力
を
も
ら
う 

                     

終
活
に

愛
す
べ
て　

    

エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト　

                   

た
く
さ
れ
る

お
墓
か
ら　

           

満
喫
し
て
よ　

                    

先
祖
の
声

栃
木
県 

阿
久
津
信
行

会
員
の
皆
様
か
ら
募
集
し
た
当
選
川
柳
を
ご
紹
介

埼
玉
県 
仙
田
仁
美

埼
玉
県 

仙
田
仁
美

埼
玉
県 

仙
田
仁
美

終
活
川
柳

次号応募締切

1月31日
2025年

川柳 エッセイ
おすすめの終活

郵送 〒104-0031
東京都中央区京橋 2-6-10 宝照ビル 3F　

info@shukatsu-ad.com

または

メール

応
募
先
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終活
広場

孫
か
ら
み
た

祖
父
母
の
終
活

体
験
談

10



終
活
へ
の
意
識

初
め
て
の
葬
儀
と
祖
父
母

と
の
別
れ

青柳　敏文さん
大阪出身、東京都在住。大学 2
年生時に公認会計士試験に合格
し、翌年より大手監査法人に入
社。公認会計士登録後、大手証
券会社投資銀行部門に入社。
その後独立し、青柳敏文公認会
計事務所を運営しながら、A.T 
Over 株式会社を設立。

▼この方に聞きました

　
母
方
の
祖
母
は
今
も
元
気
に
し
て
お

り
ま
す
。
特
に
終
活
と
い
う
言
葉
を
口

に
出
す
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
毎
年

お
正
月
や
お
盆
に
会
う
た
び
に
、「
来

年
は
も
う
無
理
か
な
ぁ
」
と
言
っ
て
い

る
の
で
、
少
し
ば
か
り
は
意
識
し
て
い

る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
経
験
か
ら
、
私
は
一
人

で
も
多
く
の
方
に
幸
せ
な
終
活
を
送
っ

て
欲
し
い
と
い
う
気
持
ち
が
あ
り
ま

す
。
相
続
、
家
業
の
引
継
ぎ
、
お
子
様

に
伝
え
た
い
こ
と
が
あ
る
も
の
の
伝
え

ら
れ
な
い
等
、
皆
様
悩
み
は
様
々
か
と

思
い
ま
す
。
そ
う
い
っ
た
サ
ポ
ー
ト
を

実
施
し
た
い
と
思
い
、
2
0
2
4
年

7
月
に
終
活
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
資
格
を

取
得
し
ま
し
た
。
今
後
は
、
公
認
会
計

士
・
税
理
士
×
終
活
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と

し
て
、活
動
し
て
い
き
た
く
思
い
ま
す
。

　
私
は
、
現
在
25
歳
の
公
認
会
計
士
で

す
。25
年
し
か
生
き
て
お
り
ま
せ
ん
が
、

周
り
の
同
世
代
よ
り
も
親
族
・
知
人
の

死
に
立
ち
会
う
こ
と
が
多
く
、
既
に
葬

儀
に
は
10
回
程
度
参
加
し
た
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
葬
儀
に
参
加
す
る
た
び
に
考

え
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
、
高
校
時

代
、「
死
生
学
」
を
テ
ー
マ
に
卒
業
論

文
を
執
筆
し
ま
し
た
。

　
初
め
て
参
列
し
た
葬
儀
は
、
母
方
の

祖
父
が
が
ん
で
亡
く
な
っ
た
、
小
学
校

4
年
生
の
夏
で
し
た
。
初
め
て
の
葬
儀

と
い
う
こ
と
で
、
全
て
の
執
り
行
い
に

関
心
を
覚
え
た
こ
と
を
今
で
も
覚
え
て

お
り
ま
す
。

　

そ
の
半
年
後
、
父
方
の
祖
父
が
急

遽
、
脳
卒
中
で
倒
れ
ま
し
た
。
前
日
ま

で
、
私
の
家
に
「
り
く
ろ
―
お
じ
さ
ん

の
チ
ー
ズ
ケ
ー
キ
」
を
持
っ
て
き
て
く

れ
る
ほ
ど
元
気
で
し
た
が
、
急
に
倒
れ

て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
そ
こ
か
ら
、
青
柳
家
は
バ
タ
バ
タ
と

な
り
ま
し
た
。
祖
父
が
一
人
で
管
理
し

て
い
た
家
業
が
あ
り
、
銀
行
や
取
引
先

と
の
付
き
合
い
に
つ
い
て
、
誰
も
分
か

ら
な
い
状
態
で
祖
父
の
弟
と
私
の
母
が

引
継
ぐ
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
私
の
父

は
会
社
員
の
た
め
、
家
業
を
す
る
時
間

が
な
く
母
が
引
き
継
い
だ
の
で
す
が
、

母
に
と
っ
て
は
か
な
り
ス
ト
レ
ス
だ
っ

た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
そ
の
半
年
後
、
父
方
の
祖
母

が
認
知
症
を
発
症
し
て
し
ま
い
ま
し

た
。
最
初
は
軽
度
で
し
た
が
、
時
間
が

経
つ
に
つ
れ
、
私
の
名
前
も
忘
れ
て

し
ま
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
祖
父
は

2
0
1
4
年
、
祖
母
は
2
0
2
2
年

に
亡
く
な
り
ま
し
た
。

大阪に複数の店舗を構え、大阪銘菓「焼
きたてチーズケーキ」で知られており、
多くのファンがいる。チーズケーキの「り
くろーおじさん」の焼き印が特徴。

11 終活広場



終活
広場

終活をテーマにしたマンガをご紹介！
みなさまからのおすすめ作品も募
集しております。詳しくは9ペー
ジをご覧ください。

『死役所』　あずみ きし・新潮社

『海が走るエンドロール』
Ⓒたらちねジョン ( 秋田書店 )2021

此岸と彼岸の境界に存在する「死役
所」は、死後に自分の死の手続きを
する場所という設定である。ここに
は、自殺、他殺、病死、事故死、寿
命、死産など、あらゆる理由で亡く
なった人が訪れ、自分の生と死につ
いて見つめ直す場となっている。
生きることと死ぬことの意味につい
て、改めて考えさせられる。

65 歳で夫と死別した女性が、生き
がいを見つけ奮闘する物語。映画
館で美大の映像科の学生と出会っ
たことで、自分が本当にやりた
かったこと（映画を作る側になる
こと）に気づき、その学生が通う
美大の映像科に入学。同級生との
交流や映画制作を通じて、自分と
向き合い成長する。宝島社「この
マンガがすごい！ 2022」オンナ
編にて１位にランクイン。

『私が死んだらどーなるの？ 
                         おひとりさまの後始末』
なとみ みわ・小学館

『お別れホスピタル』
© 沖田×華／小学館

人気イラストレーターによる終活漫画。
おひとりさまの心配ごととその対策に
つ い て、 各 分 野 の 専 門 家 へ の イ ン タ
ビューとコラムで解説。冒頭には終活
アドバイザーも登場している。漫画で
わかりやすく描かれているので、終活
の入門編としてもおすすめ。

終末期療養病棟に勤める
看護師が主人公。
病院で日々起こる事件や
患者さんとのエピソード
など、現場の様子が伝わ
る一冊。
看護師さんの仕事ぶりに
も感心させられる。
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BOOK

『ひとりでしにたい』
カレー沢薫・講談社

『不浄を拭うひと』
© 沖田×華／ぶんか社

『ほどなく、お別れです』
[ 原作 ] 長月天音
[ 漫画 ] 込由野しほ
裏少年サンデーコミックス

主人公は 35 歳の独身女性。あ
こがれていた「キャリアウー
マンで独身」の伯母が自宅で
孤独死したことをきっかけに、
自分の終活を始める。おひと
りさまに限らず、現在の日本
の高齢者が直面する数々の問
題（家族関係、介護、住まい、
お金、生きがい…）を、真面
目にかつコミカルに取り上げ
ている。終活に興味がある人
に、是非読んで欲しい一冊。

孤独死や自殺物件、ゴミ屋敷
の清掃をする「特殊清掃」の
仕事をしている主人公の、仕
事で出会った人や現場での経
験が書かれている。
残された品から亡くなった人
の人生が見えてきたり、ゴミ
屋敷となってしまう当事者の
事情が理解できるようになっ
たりなど、考えさせられるエ
ピソードも多い。

葬儀場を舞台にした小説の漫
画化。葬儀場「坂東会館」で
アルバイトをしている女子大
生の美空は、最後の儀式で亡
くなった人と遺族それぞれの
想いに触れ、それをつなごう
と心を尽くしている葬祭ディ
レクターや僧侶との出会いで
成長していく。

次回は書籍

チラッ
見せ

『さよなら エルマおばあさん』
血液のがんで長く生きられないと医師から宣告されたエル
マおばあさん。家族の歴史や病気が進行した場合の希望を
書き残したり、これまで通りの生活を続けたりしながら過ごし
た最後の1年間を、飼い猫の目線で紹介した写真絵本。

大塚敦子（小学館）

com
ics

　
　
『
老
後
資
金
が
あ
り
ま
せ
ん
！
』

　
　
　
　
　
（
2
0
2
1
年　

日
本
）　

老
後
の
金
銭
問
題
は
終
活
の
金
銭
問
題
と

い
っ
て
も
過
言
で
な
い
と
思
い
ま
す
。

劇
中
で
主
人
公
（
天
海
祐
希
さ
ん
）
の
姑

役
（
草
笛
光
子
さ
ん
）
の
生
前
葬
の
シ
ー

ン
が
素
敵
で
し
た
。
草
笛
さ
ん
を
見
て
い

た
ら
、
3
年
前
に
亡
く
な
っ
た
私
の
姑
に

合
い
た
く
な
る
よ
う
な
そ
ん
な
作
品
で
し

た
！

　
　
　
　
　
　
　
（
岐
阜
県
・
ま
さ
や
ん
）

会
員
か
ら
の
お
す
す
め
終
活
映
画

13 終活広場



ご案内

協会会員の学びと
交流の場

地域サークルの
2024 年 11 月現在、全国各地に 24 の地域サークルがあり
ます。協会では、会員の交流と、地域サークルの設立支援
のため、地域を絞ったオンライン交流会も開催しています。
HP やメール、SNS 等でご案内しますので、お気軽にご参
加ください。

現在設立している
サークル地域

各サークルの活動地域や、連絡先は
協会会員専用ページ内

「地域サークル情報」
＞「現在設立されている地域サークル」
をご覧ください

募集中

地域サークル仲間探しの掲示板

■地域サークルを立ち上げたいとき
■地域サークルのメンバーを募集したいとき

詳しくは協会会員専用ページ内「地域サークル情報」＞「会員掲示板【SHARE info】について」
でご確認ください

地域サークルに関する
情報はこちらから
※閲覧にはログインパ
スワードが必要です

https://shukatsu-ad.
com/member/circle/

この掲示板は、次のような時に活用できます

北海道

福島
茨城
千葉

埼玉
東京
神奈川

静岡
愛知

奈良
和歌山

大阪

栃木
群馬

富山
岐阜
京都
兵庫岡山

広島
福岡
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「終アド＊ Tokach1」は、終活アドバイザー 4 名が
2024 年 9 月 15 日に立ち上げたサークルです。終活
が注目される今、十勝を拠点に、とにかく楽しみなが
ら学び合う場として活動を開始しました。
参加資格・参加制限はありません。十勝在住の方はも
ちろん、北海道内外からの参加も大歓迎です。終活に
関心のある方が、世代や職種を越えて集い、お互いに
気づきを深め、共に成長していく場にしていきましょ
う。
しっかり勉強した後は、楽しい懇親会もあります！

終アド＊ Tokach1 ：北海道十勝主な活動地域

新
し
い
サ
ー
ク
ル
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

終活アドバイザー協会の地域サークル第 1 号（終アド
九州）が誕生してから約 5 年。現在は 24 の地域サー
クルがあり、各都道府県に 1 つ以上のサークルを目標
としています。
サークル間の情報交換と、NPO 法人 ら・し・さ（終
活アドバイザー協会）との意思疎通のため、2024 年
10 月 30 日（水）に、オンライン（Zoom）で「地域サー
クル代表者ミーティング」を行ないました。
参加したのは地域サークル（18 団体・19 名）と、ら・
し・さ理事会・事務局（5 名）で、合計 24 名。各サー
クルからの活動報告では、サークル主催のイベントや
勉強会の様子が紹介され、今後の活動の参考になった
ことと思います。近隣の終アド仲間と一緒に活動する
意義も再確認。一方、課題は講師の担い手不足や講師
料・会場費などの資金源という声が多く挙がりました。
協会への質疑応答や要望も聞かせていただき、若色理
事長や担当の髙井理事から回答いたしました。

地域サークル
代表者ミーティング
報告

初 開 催
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日間14 繰り返し視聴可能
1講座 4,400円

※必ず「会員専用」からお申込みください
会員は3,300円

詳しくはホームページにて！

終活アドバイザー協会

https://shukatsu-ad.com/videos/

最新の動画は
「資産運用時代の相続に
知っておきたい知識」

今後も各地でイベントを企画中！

会員へのイベントの詳細は、メールマガジン（登録制）・LINE・Facebook にてお知らせします

イベント情報

1月ら・し・さサロン 毎月開催

イベント詳細・お申込みは
ホームページよりご覧いただけます
https://shukatsu-ad.com/events/

インスタグラムでも
配信中！

フレイル予防のための
セルフチェック・セルフケア

終活の基本と「ら・し・さノー
ト®」の活用法（オンライン）

1/22 12/2314:00 - 16:00

前半は終活とエンディングノートの基本的なお
話、後半は全国各地の会員の皆様との交流会
です。

10：00 - 12:00

無料参加費
終活アドバイザー協会会員限定

2025
講師：松尾孝子氏

一般：2,500円
終活アドバイザー協会会員：1,500円

参加費

飯田橋
会場

オンライン
配信
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動画 で 学ぼう
過去の終活講座を、お好きな時間に動画で受講
できます。 動画配信サービスは、「FPI-J 生活

経済研究所長野」のサービスのひとつ（3 ｃｈ 
ら・し・さチャンネル）として提供されています。
終活アドバイザー協会会員は割引価格で受講で
きます。非会員や退会された方、会費未納の方
は会員価格でのご利用はできません。

終活講座・特別編（オンライン）
プレゼンテーションと交流・ディスカッション
今回はオンライン配信（ZOOM）による開催です

12/7 14:00 - 16:30

民法や相続税法などは、頻繁に改正されています。
過去の改正の流れと現在の法律を確認しましょう。

偶数月に開催　第59回終活講座

むかしの相続、今の相続

終末を見据えた介護
終活アドバイザー協会講演会in大阪

～相続関連の法律はどのように変わっているか～

開催準備中！（2025年）
山口（4/12）、大分（5/10）、名古屋（6/14）

2/7

4/6

14:00 - 16:30

14:00 - 16:45

2025

2025 講師：山田静江

講師
・廣木智代理事
　（民生委員としての地域でのおひとりさま対応の現状）

・終アド浪花代表の西田理恵氏
　（終アドサークル主催のイベント開催について）

講師：鹿野佐代子氏
　　  安達美由紀氏

一般：5,000円
終活アドバイザー協会会員：3,000円

一般：2,000円（ノート付き）
終活アドバイザー協会会員：1,000円

参加費参加費

お茶の水
会場天満橋

会場

オンライン
配信

オンライン
配信

終活アドバイザー協会会員：1,000円
参加費

終活アドバイザー協会会員限定
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ホームページから、ご注文いただけます。
ホームページからの注文では支払方法の選択ができます。
◇クレジットカード払い（手数料無料）　
◇コンビニ払い・銀行振込など（手数料負担あり）

FAX、メール、ハガキによるご注文では、以下を明記してください。

1. お名前   2. ご住所（送付先） 3. 電話番号
4. 必要冊数　（ノート●冊、活用ガイド●冊、ハンドブック●冊など）
5. どこでノートのことを知りましたか 　
6. 年代（「60代」など）　※6は差支えなければお書きください
支払方法の選択はできません。請求書に記載の支払い方法にてお支払いください（払込手数料
の負担あり）。送料は500円です。

※終活アドバイザー協会会員の方が、会員特別価格（ノート10冊以上に適用）で購入される場合
には、会員番号をお伝えください。ノート代の割引が適用される場合の送料は1,000円です。

これまでの人生を振り返り、これからやりたいことを考えながら、
財産を把握し、人生の後半期のことを書きとめておくためのノー
トです。医療や介護が必要になったときの希望や、葬式やお墓
のことを記入するページもあります。自分史ノートやエンディン
グノートとしての役割を持たせることもできます。（全46頁）

ノートを書くときの手
引きとなるものが欲し
い、という声にお応え
して作成した「活用ガ
イド」は、実例とアドバ
イス、お役立ち情報満
載のガイドブックです。

（全48頁）

知的能力障がいのあ
るお子さんがいる親
が、障がいのある子
や、そのきょうだいの
ために何をしておくべ
きか、考えて行動する
ための一冊です。

（全48頁）

活用ガイドと親亡きあとの支援ハンドブックと同時購入で
クリアファイルがつきます

550円（税込）

770円（税込） 880円（税込）

エンディングノート
定番
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2024年冬号
2024（令和6）年12月発行

発行
NPO法人ら・し・さ
終活アドバイザー協会
〒104-0031　
東京都中央区京橋2-6-10　
宝照ビル3階
■e-mail
kanri@ra-shi-sa.jp
■ホームページ
NPO法人ら・し・さ
https://www.ra-shi-sa.jp/

終活アドバイザー協会
https://shukatsu-ad.com/

■TEL
03-6264-4655
（平日10：00～12：00、
13：00～16：00）
■FAX
03-6264-4656
（24時間受付）

本誌の無断転載・複製を禁じます。
本誌の内容は、2024年12月現在の情報をもとに構成しています。制度やイベント等は事前のお知らせなしに
変更されたり、中止されることがあります。あらかじめご了承ください。
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※協会が仕事を直接斡旋・紹介するものではありません
※�本検索システムを通して会員が、支援が必要な方から
相談を受けた場合、それは会員の責任によって行われ
るもので、協会が責任を負うものではありません

https://search.shukatsu-ad.com/

終活アドバイザーを探すってなに？

登録するには

登録には登録料が必要となります。
詳細は会員専用ページ→会員へのお知らせ にてご確認ください。

協会会員一覧と何が違うの？

終活アドバイザー協会に所属する会員が

登録できるアドバイザー検索サイトです。

実際に見てみてください！

掲載できる情報量が違います。

「会員一覧」は、①都道府県②氏名 だけ

の掲載ですが、「終活アドバイザーを探す」

では、連絡先や資格、得意分野なども掲

載できます。

登録することで、相談者と直接つながれる

登録募集中！


